
［成果情報名］斑点米カメムシ類アカスジカスミカメの水田における消長とその加害

［要約］アカスジカスミカメの水田侵入は、早期水稲で多く、出穂期３日後（穂揃期）ご

ろがピークで、穂の成熟に伴い減少する。その加害症状は２種類で頂部黒変が最も多く、

次いでクサビ症状である。
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［背景・ねらい］

従来、本県における斑点米カメムシ類の主要発生種は、クモヘリカメムシ、ホソハリカ

、 、 、メムシおよびシラホシカメムシであったが 近年 アカスジカスミカメの発生が増加し

前３種に加えて主要な構成種となっている（ながさき普及技術情報第22号、2003 。）

しかし、アカスジカスミカメの水田での消長や加害状況については、割れ籾の発生が多

い東北地方等では調査が行われているが、割れ籾の少ない九州地域においては詳細な解析

がなされていない。

そこで、本県水田におけるアカスジカスミカメの消長と加害状況を明らかにし、発生予

察や防除対策に資する。

［成果の内容・特徴］

． 、 、 。１ アカスジカスミカメの本県における水田侵入は 普通期水稲に比べ 早期水稲で多い

また、早期水稲、普通期水稲ともに出穂期3日後（穂揃期）ごろがピークで、穂が成熟

するに伴い、しだいに減少する（図１ 。）

２．アカスジカスミカメが優占する圃場での本種による斑点米の症状は、2種類あり、頂

部の黒変が最も多く、次いでクサビ症状である（図２、図３、表１ 。）

３．出穂後早い時期の放飼・加害ではクサビ症状、遅い時期では頂部黒変が多い傾向にあ

る（図４ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．本情報は諌早市における調査に基づいているが、県本土部全域に適用でき、斑点米カ

メムシ類の発生予察や本種の防除時期決定など防除対策に活用できる。

２．アカスジカスミカメの加害によるクサビ症状は、玄米の頂部に加害痕があるので、イ

ネシンガレセンチュウ、イネアザミウマおよびセジロウンカの加害による類似した斑点

米とは区別できる。

３．アカスジカスミカメは、他の主要なカメムシ類（クモヘリカメムシ、ホソハリカメム

シおよびシラホシカメムシ）に劣らず斑点米を形成する（表２）と思われるが、穂の熟

、 。期別の種間加害差異については 本放飼試験１事例のみであるのでさらに検討を要する



［具体的なデータ］

出穂前 出穂期 ３ 10～14 18～22 32～34 出穂前 出穂期 ３ ＋10～12 ＋17～19 ＋26+ + + + +

図１ 水田におけるアカスジカスミカメの発生状況（諌早市無防除圃場、2001～2004年の平均値）

出穂前 出穂期＋３ 10 ＋18+

図２ 水田におけるカメムシ類の消長（2004年 諌早市無防除圃場）

頂部黒変 ｸｻﾋﾞ症状

図３ ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒによる斑点米症状

図４ ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒの加害による玄米（粒厚1.8 以上）の症状mm

1 角の防虫網枠内（水稲35株）に雄雌各10頭放飼m
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表１　図２の圃場におけるカメムシ類の加害による玄米の症状
ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ斑点米率(%)

調査粒数 頂部 クサビ 標準 合計
黒変 症状 斑点米(%) (%)

17,609 0.16 0.02 0.23 0.41
標準斑点米：頂部やクサビ状以外の部位が褐色に変色

表2　ナイロンゴース袋被覆水稲に放飼した４種カメムシ類による斑点米の発生（粒厚1.8mm以上の玄米）
放飼

カメムシ類 密度 反復
の種類 (頭) (株) 調査粒数 斑点米率(%) 1日１頭当たり   調査粒数 斑点米率(%) １日１頭当たり 調査粒数 斑点米率(%) １日１頭当たり

斑点米産出数 斑点米産出数 斑点米産出数
ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ 1 8 352.5 0.19　a 0.13　a 340.5 0.60　a 0.41　a 376.0 0.73　a 0.54　a
ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ 1 8 300.9 0.15　a 0.09　a 299.1 0.26　ab 0.16　a 439.0 0.15　b 0.13　b
ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ 1 8 287.6 0.24　a 0.14　a 341.1 0.10　ab 0.07　a 379.1 0.28　ab 0.21　ab
ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ 1 8 340.1 0.12　a 0.08　a 374.1 0.11　b 0.08　a 350.4 0.28　ab 0.20　ab
無処理1 - 8 257.5 0 － 388.5 0.02 － 345.8 0 －
無処理2 - 8 245.8 0 － 325.3 0.06 － 381.1 0 －
注）同一英字間はTukey-Kramer検定（P＜0.05）で有意差がない。斑点米率の統計検定は角変換後に行った。 　　　
ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ、ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ、無処理１の放飼開始時期：出穂期３日後、出穂期10日後、出穂期17日後。放飼期間は各５日間。
ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ、ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ、無処理２の放飼開始時期：出穂期３日後、出穂期９日後、出穂期15日後。放飼期間は各５日間。

出穂期3日後　 出穂期9日後～10日後 出穂期15日後～17日後
放飼開始時期


